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迷惑メール自動判定 利用規約【現改比較表】 2023年5月25日現在 

～2023年5月31日 2023年6月1日～ 
第1条～第2条（略） 第1条～第2条（略） 

第 3 条 本規約の変更 

1. 当社は本規約を利用者の承諾を得ることなく必要に応じて変更することがあります。 

（略） 

2. 本規約の変更は、利用者に通知された時に効力を生じるものとします。 （略） 

 3. 当社は、電気通信事業法施行規則（昭和 60 年郵政省令第 25 号）第 22 条の 2 の 3 第 2 項

第 1 号に該当する事項の変更を行うときは、当社のホームページに掲示する方法、個別に通

知する方法又はその他当社が適当であると判断する方法により説明します。 

 

第4条～第8条（略） 第4条～第8条（略） 

第 9 条 免責事項 

当社は、本サービスの運営にあたり免責事項を次のとおり定めます。 

1.本サービスは、ユーザの目的に適合すること、期待通りの機能を有すること、その作

動が中断されないこと、その作動に誤りがないこと、電子メール又はユーザ端末設備及

びその中にインストールされているソフトウェア、データ等に悪影響を及ぼさないこ

と、その他完全な機能を果すことを保証するものではありません。 

第 9 条 免責事項 

当社は、本サービスの運営にあたり免責事項を次のとおり定めます。 

1. 当社は、本サービスについて、ユーザの目的に適合すること、期待通りの機能を有する

こと、その作動が中断されないこと、その作動に誤りがないこと、電子メール又はユーザ端

末設備及びその中にインストールされているソフトウェア、データ等に悪影響を及ぼさない

こと、その他完全な機能を果すことについて、当社の責めに帰すべき事由がある場合を除き 

保証するものではありません。 

2. 当社は、ユーザが本サービスの利用によりユーザや第三者（他の利用者を含みま

す。）に対し損害を与えた場合、ユーザは、自己の責任でこれを解決し、当社にいかな

る責任も負担させないものとします。 

2.ユーザが本サービスの利用によりユーザや第三者（他の利用者を含みます。）に対し損害

を与えた場合、ユーザは、自己の責任でこれを解決し、当社にいかなる責任も負担させない

ものとします。 

3. 当社の故意又は重大な過失により生じた損害である場合は、前 2 項の規定は適用し

ません。 

3．当社の責めに帰すべき事由による損害の賠償については、IP通信網契約約款の定めによ

るものとします。 

  

 附則（令和5年5月24日）レパＮ第009600000488-01号 

 （実施期日） 

1 この改正規定は、令和5年6月1日から実施します。 

 

  

  

  

  

  

 


